
青
森
空
港
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大
館
能
代
空
港

セ
カ
ン
ド
プ
ラ
ン

※
こ
の
コ
ー
ス
は
あ
く

ま
で
旅
の
参
考
の
た

め
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
で

す
。ご
旅
行
の
際
は
交

通
機
関
、営
業
日
な
ど

を
ご
確
認
の
う
え
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

超
よ
く
ば
り
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デ
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コ
ー
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本
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弘前

五所川原
金木

大館
鷹ノ巣

能代

八戸

花巻

盛岡

北上

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

秋田

ふ
ら
っ
と
回
る
オ
ス
ス
メ
ル
ー
ト

大館
能代空港

青森空港

秋田空港

弘
前
市
内
散
策

津
軽
・
日
本
海
の
秋
冬
を

五
感
す
べ
て
で
満
喫
す
る

黒石温泉郷
黒石温泉郷は、温
湯・落合・板留、少し
離れた青荷温泉から
なる温泉郷です。各
温泉ともそれぞれ個
性があり魅力的です
が、中でも山あいの
青荷温泉はランプ
の秘湯として全国か
ら宿泊客が訪れてい
ます。

弘前教会
明治39年に建てられた木造2階建ての日
本キリスト教団弘前教会

弘前公園
かつて津軽家の居城であった弘前城跡。
公園内には、藩政時代から引き継がれてき
た貴重な文化財が多数現存する

青森県南西部から秋田県北西部にまたがる130,000haに及ぶ
広大な山地帯の総称。このうち原生的なブナ林で占められてい
青森県青森県青森県南西部南西部南西部から秋から秋から秋田県北田県北田県北西部に西部に西部にまたがまたがまたがる13る13る130,00,00,000h00h00haに及aに及aに及ぶぶぶから秋
広大な広大な広大な山地帯山地帯山地帯の総称の総称の総称。この。この。このうち原うち原うち原生的な生的な生的なブナ林ブナ林ブナ林で占めで占めで占められてられてられていいい大 め て大 の の られていい

白神山地
青森県南西部から秋田県北西部にまたがる130,000haに及ぶ
広大な山地帯の総称。このうち原生的なブナ林で占められてい
る区域16,971haが1993年12月に世界遺産として登録された

風の松原
東西幅1km、南北総延長14kmの長大な松原は「21世紀に残し
たい日本の自然100選」「21世紀に引きつぎたい日本の名松100
選」ほか様々な称号が与えられている

五
能
線
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら

北
国
の
旅
を
楽
し
む

青
森
空
港

Ｊ
Ｒ
五
所
川
原
駅

Ｊ
Ｒ
鰺
ヶ
沢
駅

Ｊ
Ｒ
艫
作
駅

Ｊ
Ｒ
能
代
駅

Ｊ
Ｒ
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
駅

冬
オ
プ
シ
ョ
ン

●
洋
館
巡
り
と
フ
ラ
ン
ス
料
理

　
●
長
勝
寺
と
禅
林
街

●
旧
藤
田
家
住
宅（
太
宰
治
の
ま
な
び
の
家
）

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
線
に

乗
り
換
え

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
線

●
宿
泊
も
で
き
る
温
泉
施
設

　

奥
羽
本
線
森
岳
駅
か
ら
車
で
10
分

●
八
郎
潟
の
歴
史
や
自
然
を
紹
介

　

奥
羽
温
泉
八
郎
潟
駅
か
ら
車
で
20
分

●
久
保
田
城
跡
。

　

敷
地
内
に
は
平
野
政
吉
美
術
館
も

弘南バスで

大
館
能
代
空
港

所
川
原
。こ
こ
で
季
節
を
問
わ
ず
見
て

い
き
た
い
の
が
高
さ
22
ｍ
、重
さ
18
ｔ
の

巨
大
ね
ぷ
た
で
知
ら
れ
る
五
所
川
原
立

佞
武
多
。あ
れ
？
立
佞
武
多
は
８
月

じ
ゃ…

と
思
っ
た
人
は
大
正
解
。け
れ
ど

五
所
川
原
に
は
一
年
中
こ
の
ね
ぷ
た
が

見
学
で
き
る「
立
佞
武
多
の
館
」が
あ

る
の
で
す
。ぜ
ひ
、迫
力
の
ね
ぷ
た
を
ご

覧
あ
れ
。忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
が
２
０

０
９
年
に
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
た
太

宰
治
。太
宰
の
生
家
で
あ
る
斜
陽
館
は

現
在
記
念
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

津
軽
三
味
線
の
生
演
奏
が
聴
け
る
津

軽
三
味
線
会
館
も
ぜ
ひ
立
ち
寄
り
た
い

と
こ
ろ
で
す
。い
ず
れ
も
津
軽
鉄
道
で

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、こ
の
ロ
ー

バスまたは列車で

列車で リゾートしらかみで

ストーブ列車でミ
ニ
白
神
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

あ
き
た
白
神
駅八

森
い
さ
り
び
温
泉
ハ
タ
ハ
タ
館

ガ
ラ
ス
工
房
体
験

冬
季
限
定
津
軽
鉄
道
ス
ト
ー
ブ
列
車

タクシーで

カ
ル
線
で
は
冬
に
な
る
と
、名
物
の
ス

ト
ー
ブ
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。だ
る

ま
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
は
自
由
に
ス
ル
メ
な

ど
を
焼
い
て
食
べ
る
こ
と
も
で
き
、こ
の

列
車
に
乗
る
た
め
だ
け
に
訪
れ
る
人
も

い
ま
す
。

　

こ
の
後
は
五
能
線
沿
い
の
旅
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。冬
で
も
ブ
ナ
林
気
分
が

楽
し
め
る
鰺
ヶ
沢
駅
か
ら
の
ミ
ニ
白
神

山
地
ト
レ
ッ
キ
ン
グ（
要
予
約
）、レ

ジ
ャ
ー
施
設
の
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
で
は
ガ
ラ

ス
工
房
体
験
を
、八
峰
町
の
温
泉
＆
宿

泊
施
設
の
八
森
い
さ
り
び
温
泉
ハ
タ
ハ
タ

館
で
は
天
然
酵
母
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
パ
ン
づ
く
り
や
ブ
ナ
の
葉
押
し
葉
カ
ー

ド
作
り
な
ど
で
地
元
の
人
と
ふ
れ
あ
え

ま
す
。こ
こ
か
ら
車
で
約
20
分
に
は
森

林
科
学
館「
八
森
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
」も

青荷温泉
秘境青荷渓谷の渓流沿いに
あるランプの宿。露天風呂をは
じめ四つの湯船が楽しめる

エナジアムパーク
敷地内には熱帯植物
園もあり約460種類
の植物が生育

大太鼓の館
映像ホールでは、「綴子
神社祭典」の様子を上
映している

森林科学館
「八森ぶなっこランド」
森林科学館、木工体験
館、渓流観察館など木
や森について展示

太宰治記念館「斜陽館」
津島源右衛門（太宰治の父）が
建設した入母屋作りの建物は、当
時で約４万円をかけて造られた。
その規模は階下11室278坪、２
階８室116坪、付属建物や泉水
を配した庭園など合わせて宅地
約680坪の豪邸で、一時は旅館
として使用されていた

津軽三味線会館
館内には津軽三味線のルーツや歴
史に関する資料も展示している

　

青
森
県
の
県
都
・
青
森
市
に
ほ
ど
近

い
青
森
空
港
か
ら
空
港
連
絡
バ
ス
で
向

か
う
の
は
、津
軽
の
城
下
町
・
弘
前
市
。

弘
前
城
や
長
勝
寺
な
ど
歴
史
あ
る
見

ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、最

近
は「
洋
館
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
街　

ひ
ろ
さ
き
」と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
お
り
、10
館
以
上
の
洋
館
を
散

策
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
洋
菓
子

を
楽
し
め
る
よ
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

弘
前
か
ら
五
能
線
で
向
か
う
の
は
五

森
林
科
学
館

「
八
森
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
」

風
の
松
原

は
ま
な
す
展
望
台

能
代
エ
ナ
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

き
み
ま
ち
阪
公
園

津
軽
三
味
線
会
館

斜
陽
館（
太
宰
治
の
生
家
）

道
の
駅
た
か
の
す「
大
太
鼓
の
館
」

徒
歩
20
分

Ｊ
Ｒ
二
ツ
井
駅

Ｊ
Ｒ
鷹
ノ
巣
駅 黄

金
崎
不
老
ふ
死
温
泉

●
太
宰
の
里（
旧
金
木
町
）

弘
前
公
園

立
佞
武
多
の
館

●
五
所
川
原
市

秋
田
駅
周
辺
観
光

千
秋
公
園

●
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
な
ど
を

　

併
設
す
る
複
合
施
設

ア
ト
リ
オ
ン

●
旧
秋
田
銀
行
本
店
。郷
土
の

　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示

秋
田
市
立
赤
れ
ん
が
郷
土
館

ちょっと足をのばして

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス

愛☆のりくん

﹇
能
代
か
ら
秋
田
空
港
へ
﹈

大館能代空港
乗合タクシー
「愛のりくん」の十和田湖便のルートに「小坂」が加わります！
※詳しくは（所要時間・料金等）ホームページをご覧下さい。

好評運行中！

Ｊ
Ｒ
秋
田
駅

Ｊ
Ｒ
能
代
駅

大
潟
村
干
拓
博
物
館

砂
丘
温
泉
ゆ
め
ろ
ん

秋
田
空
港

た
ち

ね　

ぷ　

た

あ
り
、木
工
体
験
が
で
き
ま
す
。そ
し
て

五
能
線
と
い
う
と
全
国
的
に
有
名
な
の

が
不
老
ふ
死
温
泉
。海
沿
い
の
露
天
風

呂
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、新
館
に
も

露
天
風
呂
が
あ
り
、冬
で
も
ゆ
っ
く
り
お

湯
に
つ
か
れ
ま
す
。

　

体
験
と
温
泉
の
旅
が
終
わ
る
と
、五

能
線
に
別
れ
を
告
げ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ま
ち・
能
代
市
へ
。こ
こ
で
は
単
独

で
観
光
す
る
の
も
い
い
で
す
が
、時
間
が

あ
れ
ば
観
光
ガ
イ
ド
を
予
約
す
る
と
ひ

と
味
違
っ
た
旅
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

約
７
６
０
ha
の
面
積
に
７
０
０
万
本

も
の
見
事
な
松
林
が
続
く「
風
の
松

原
」、能
代
火
力
発
電
所
の
Ｐ
Ｒ
施
設

と
し
て
、Ｐ
Ｒ
館
と
熱
帯
植
物
園
を
併

設
し
た
サ
ザ
ン
ド
ー
ム
の
し
ろ
や
能
代
の

祭
を
紹
介
す
る
能
代
ね
ぶ
な
が
し
館
、

家
族
で
楽
し
む
事
が
で
き
る
冒
険
広
場

な
ど
多
彩
な
施
設
を
誇
る「
能
代
エ
ナ

ジ
ア
ム
パ
ー
ク
」。明
治
14
年
、こ
こ
を
訪

れ
た
明
治
天
皇
が
そ
の
美
し
さ
に
感
動

し
、名
付
け
ら
れ
た
と
い
う「
き
み
ま
ち

阪
公
園
」な
ど
、い
ず
れ
に
も
観
光
ガ
イ

ド
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

能
代
市
の
後
は
、奥
羽
本
線
に
乗
っ

て
鷹
ノ
巣
駅
へ
。こ
こ
で
は
道
の
駅
た
か

の
す
の「
大
太
鼓
の
館
」に
立
ち
寄
り
、

夏
の
綴
子
神
社
例
大
祭
で
打
ち
鳴
ら

さ
れ
る
大
太
鼓
の
見
学
を
。７
０
０
年

前
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
の
例
大
祭
で

は
、最
も
大
き
い
も
の
は
直
径
３・８ｍ
の

大
太
鼓
を
筆
頭
に
、直
径
２
ｍ
を
超
え

る
大
太
鼓
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

立佞武多の館
立佞武多の展示保存以外
に、実際の立佞武多の製
作も行われている。紙貼り、
色付けの参加体験もできる。
（期間限定・要問合せ）

はまなす展望台

斜陽館

黄金崎不老ふ死温泉

大太鼓の館

バスまたはタクシーで
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅

五
所
川
原
市
周
辺
散
策

J
R
五
能
線

津
軽
鉄
道

バスまたはタクシーで
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